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令和5年4月26日発行議会だより議会だより
いけだいけだ

3年間の思い出を胸に　新たなステージで飛躍を！
高瀬中学校卒業生

3月定例会

・高　瀬　祭：9月30日　テーマ「永遠の絆」
・体　育　祭：9月27日　クラス対抗大繩跳び
・議会見学：11月 9日
○紹介記事は8ページにあります



令和5年度一般会計予算 総額47億600万円（前年比7.5%減）

一般会計予算案に一般会計予算案に一般会計予算案に一般会計予算案に 付帯決議を付け可決！！付帯決議を付け可決！！付帯決議を付け可決！！付帯決議を付け可決！！
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・厳しい財政状況のなかでも小中学校給食費の町負担の増額、地域おこし協力隊員の採用など町民福
祉や農業振興に役立つ予算が組まれた。

・今回の予算の投資的経費は4.0％と著しく少ない予算となった。このことは町財政の経常収支比率が
高く、投資的予算が組めない状況にあることを示している。

・今後予想される施設・道路などの更新には多額な予算が必要となることから、経常経費を削減する
財政計画を早期に策定し、実行に移すことが求められる。

※1 投資的経費：建設費・災害復旧費などの費用
※2 経常経費：行政水準を維持していく人件費・公債費・生活保護費などの費用

令和5年度一般会計予算の特徴

子どもへの仕送り（補助費、他会計への繰り出し金）
139（－6）万円：30％

貯金（積立金）6（－5）万円：1%

配偶者のパート代
（寄付金、繰入金）
38（－7）万円：8％

親からの仕送り
（地方交付税、国・県支出金）
279（－11）万円：60％

 令和5年度 池田さん家の家計簿 令和5年度 池田さん家の家計簿
ち

ち
令和5年度一般会計予算47億600万円を

池田さん家（仮称、年間収入471万円）の家計に置き換えてみました。
令和5年度一般会計予算47億600万円を

池田さん家（仮称、年間収入471万円）の家計に置き換えてみました。

その他（譲与税など）34（+2）万円：7％
借金 21（－24）万円：4％

給料（町税、使用料、手数料）
99（＋3）万円：21％

生活費（人件費、扶助費、物品購入費）
220（＋7）万円：47％

（　）内の数字は昨年との比較

自宅改造・修繕費（建物・道路などの工事費）
25（－7）万円：5％

ローン返済（公債費）
81（－27）万円：17％

年間471万円の収入源収入 年間471万円の使われ方支出

池田さん家（仮称）の家計池田さん家（仮称）の家計

　令和 5 年度の町予算総
額 は 70 億 760 万 円 と
なり、4 年度に比べ 3 億
6,453 万円の減額（4.2%
減）となった。令和 5 年
度は、広津・陸郷の簡易水
道事業を町水道事業に統合
させた。下水道事業では 4
年度に続き紫外線殺菌装
置を更新する。その財源
として水道事業会計から 6
千万円を借り入れる。

令和5年度予算総額は69億5,284万円　対前年度比　3億6,453万円の減

会 計 区 分 5年度 4年度 増減

一 般 会 計 予 算 47億600万円 50億8800万円 △3億8,200万円

工 場 誘 致 特 別 会 計 予 算 609万円 609万円 0

国民健康保険特別会計予算 10億8.534万円 11億3,640万円 △5,106万円

後期高齢者医療特別会計予算 1億6,692万円 1億5,913万円 779万円

簡易水道事業特別会計予算 0円 815万円 △815万円

水 道 事 業 会 計 予 算 1億8,517万円 2億1,052万円 △2,535万円

下 水 道 事 業 会 計 予 算 8億 332万円 7億908万円 9,424万円

計 　69億5,284万円 73億1,737万円 △3億6,453万円
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令
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5
年
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一
般
会
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予
算

●地域おこし協力隊員制度とは…3大都市圏から過疎地域等に移住して地域振興のために協力する人を支援する制度。自治体
が採用し国から活動費などで特別交付税が措置される。 

●集落支援員…自治体が集落支援のため地域の実情に詳しい人を採用する制度。国から特別交付税措置される。

【新】【新】
農業振興地域おこし農業振興地域おこし

協力隊活動事業協力隊活動事業
農業集落支援事業農業集落支援事業

事業費 3,087万円

《拡充》《拡充》
小中学校給食費の小中学校給食費の

一部町負担一部町負担

事業費 2,741万円

《拡充》《拡充》
消防団員の消防団員の
待遇改善待遇改善

事業費 1,344万円

［財源］［財源］特別交付税

○農業地域おこし協力隊員5名・集
落支援員1名を採用し、社口原及
び農業担い手確保に向けた人材
育成などで振興に役立てる。

［財源］［財源］ふるさと納税　

○小中学校給食費の町負担を前年
度に続き更に1万円を追加する。
この措置により小学校は78%、
中学校は67%が町負担となる。

［財源］［財源］一般財源、諸収入

○国の要請に基づき町消防
団員の年額報酬及び出動
報酬を引き上げる。また、
団員へ直接支給とする。

令 和 5 年 度 の 主 な 目 玉 事 業令 和 5 年 度 の 主 な 目 玉 事 業

◦3月定例会は2月28日から3月14日まで開かれた。令和5年度町一般会計予算など議案34
件、同意1件、発議3件を審査し全て原案どおり議決した。また、陳情1件を審査し意見書
を県に提出した。

◦予算決算特別委員会で3日間にわたり令和5年度予算関連議案などを審議した。特に、令和
5年度一般会計予算では町財政再建やハーブセンター東側のあり方、農業担い手不足への対
応などの課題解決に向けた付帯決議を付け、全議員の賛成で可決した。

3月議会のポイント

《令和 5 年度一般会計予算に対する付帯決議（※）のポイント》
1　町財政の再建を図るため町へ次の措置を求める。

・町行財政改革推進委員会答申の実施状況をチェックする機関を令和 5 年度に立ち上げること。
・事務事業の見直しを再度行い経常経費の削減に努めるとともに、経常経費を下げる財政計画
（ロードマップを含む）を 9 月議会までに示すこと。

2　ハーブセンター東側の課題解決のため同エリアは令和 6 年度から指定管理
とする考えが示された。令和 5 年度は適切な業務委託を行い、指定管理
に向けた理念・施策を確立するなど万全な準備を行うこと。

3　今後予想される大型事業（会染保育園、会染西部ほ場非農用地の整備など）
の方向性は議会に早期に案を示し、町民の意見を聞き決定すること。また、
今後予想される農業の担い手不足への対策は財政状況を考慮しながら検討し、実施に移すこと。

※付帯決議とは…議案採決に当たり議会の意思を表明するもの。法的拘束力はないが町は付帯決議を尊重することが求めら
れ、無視はできないことになっている。
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予
算
決
算
特
別
委
員
会

ここが　ここが　
　聞きたい　聞きたい 予 算 審 査予 算 審 査 質疑質疑

令和 5年度一般会計予算議案などの各種予算審議を予算決算特別委員会で行いました。
そのポイントをお知らせします。

◎
移
住
定
住
の
進
め
方
は

問　

移
住
定
住
を
進
め
る
に

は
町
を
出
て
行
っ
た
若
者
が

帰
っ
て
く
る
U
タ
ー
ン
が
大

事
。
若
者
へ
町
の
情
報
を
伝

え
る
ラ
イ
ン
の
取
り
組
み
を

全
庁
で
。

答　

全
庁
的
に
と
り
組
む
。

要
望　

U
タ
ー
ン
が
増
え

る
と
出
生
率
が
高
ま
る
の
で

充
分
な
取
り
組
み
を
。

◎
職
員
駐
車
場
借
り
上
げ
料

（
1
2
0
万
円
）
は
ど
う

す
る
の
か

問　

町
財
政
が
厳
し
い
な
か

職
員
駐
車
場
借
り
上
げ
料
の

町
負
担
は
問
題
が
あ
る
。
是

正
を
。

答
（
町
長
）　

職
員
と
話
し
合

い
6
月
に
は
結
論
を
出
す
。

◎
日
本
ア
ル
プ
ス
国
際
学
院

の
見
通
し
は

問　

学
院
の
生
徒
募
集
の
見

通
し
は
。

答　

令
和
5
年
度
ま
で
は
外

国
人
の
募
集
は
行
わ
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
現
在
、
社
会

人
向
け
の
I
T
講
座
を
実

施
し
て
い
る
と
聞
く
。
コ
ロ

ナ
の
状
況
も
変
わ
っ
て
来
た

の
で
盛
り
返
し
て
来
る
と
考

え
る
。

◎
副
町
長
の
見
通
し
は

問　

副
町
長
の
人
件
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
見
通
し

は
。

答
（
町
長
）　

在
任
期
間
も

短
い
の
で
選
任
は
難
し
い
。

副
町
長
は
置
か
な
い
考
え
で

あ
る
。

◎
役
場
庁
舎
建
て
替
え
は

問　

役
場
庁
舎
は
い
つ
建
て

替
え
る
の
か
。

答
（
町
長
）　

改
修
を
し
な
が

ら
20
年
後
に
建
て
替
え
る
。

問　

20
年
後
に
向
け
基
金
積

み
立
て
の
開
始
が
必
要
で

は
。

答
（
町
長
）
来
年
度
、
大
型

事
業
の
方
向
性
が
決
ま
れ
ば

庁
舎
建
設
の
枠
取
り
が
で
き

る
。

問　

現
在
地
は
大
雨
で
水
没

す
る
。
場
所
の
検
討
も
必

要
。

答　

そ
の
点
も
含
め
ビ
ジ
ョ

ン
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

◎
町
行
財
政
改
革
委
員
会
答

申
に
対
す
る
検
証
の
取
り

組
み
は　

問　

来
年
度
も
行
革
委
員
に

よ
る
検
証
は
必
要
で
な
い

か
。

答　

第
6
次
総
合
計
画
の
後

期
計
画
の
検
討
委
員
会
に
行

革
委
員
に
も
入
っ
て
い
た
だ

き
、
検
証
を
進
め
た
い
。

◎
町
財
政
再
建
の
取
り
組
み

は
問　

町
長
は
一
般
質
問
で
経

常
収
支
比
率
（
※
）
85
％
を

目
指
す
と
し
た
。
こ
れ
を
達

成
す
る
安
曇
野
市
の
よ
う
な

財
政
計
画
（
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
）
を
創
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

答　

安
曇
野
市
の
財
政
計
画

を
参
考
に
考
え
て
い
き
た
い
。

※
通
常
的
に
入
っ
て
く
る
収

入（
町
税
・
地
方
交
付
税
な
ど
）

と
通
常
的
に
支
出
さ
れ
る
総

額
（
人
件
費
、
公
債
費
な
ど
）

の
割
合
。
80
％
以
下
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

◎
国
保
税
の
見
通
し
は

問　

国
保
の
広
域
化
に
と
も

な
う
町
国
民
健
康
保
険
税
の

見
通
し
は
。

答　

来
年
度
は
据
え
置
く

が
、
令
和
6
年
度
は
大
北
地

域
で
の
税
率
を
統
一
の
な
か

で
上
げ
る
方
向
に
大
北
広
域

で
検
討
し
て
い
る
。

問　

町
国
保
の
基
金
が
2
億

円
あ
る
の
で
値
上
げ
分
は
基

金
か
ら
繰
り
出
し
町
民
負
担

が
増
加
し
な
い
施
策
を
。

答　

そ
の
点
も
含
め
検
討
中

で
あ
る
。
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厳しい財政のなかで論議されている
職員駐車場

築約50年、建て替えが論議された町役場庁舎



予
算
決
算
特
別
委
員
会

◎
不
登
校
児
童
対
策
の
中
間

教
室
の
運
営
は
（
予
算
額

2
4
8
万
円
）

【
内
容
】不
登
校
児
童
生
徒（
約

20
人
を
想
定
）
の
居
場
所
と

し
て
池
田
児
童
ク
ラ
ブ
（
二

丁
目
）
内
に
午
前
9
時
か
ら

12
時
ま
で
中
間
教
室
を
設
置

し
、
指
導
員
一
人
を
置
く
。

　
問　

午
後
も
継
続
し
て
み
ら

れ
る
体
制
に
し
な
い
と
保
護

者
も
困
る
の
で
午
後
も
継
続

す
る
取
り
組
み
を
。

問　

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
し
た

ら
ど
う
か
。
ま
た
、
観
光
客

を
呼
び
込
む
よ
う
順
次
施
設

改
善
し
て
欲
し
い
が
。

答
（
町
長
）　

総
合
的
に
検

討
し
て
い
く
。

◎
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
東
の
管

理
明
瞭
化
を

問　

町
は
5
年
度
か
ら
ラ
ベ

ン
ダ
ー
園
な
ど
を
管
理
委
託

に
出
す
が
、
管
理
経
費
な
ど

を
精
査
し
目
的
と
計
画
を
立

て
し
っ
か
り
委
託
し
て
欲
し

い
が
。

答　

指
導
員
は
午
後
に
家
庭

訪
問
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
午
後
の
継
続
体
制
は
実

施
状
況
を
み
な
が
ら
検
討
し

て
行
く
。

◎
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
東
に
あ

る
足
湯
の
整
備
は

問　

町
は
足
湯
を
埋
め
立
て

休
憩
場
所
に
し
た
い
と
し
た

が
説
明
を
。

答　

現
状
は
堀
り
コ
タ
ツ
の

よ
う
な
形
で
つ
ま
づ
く
危
険

が
あ
る
の
で
埋
め
立
て
た
い
。

答　

東
側
の
管

理
費
は
指
定
管
理

に
し
て
い
た
頃
は

1
，
4
0
0
万
円

で
あ
っ
た
が
来
年

は
1
，
2
5
0
万

円
で
管
理
す
る
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
は

48
万
円
で
管
理
す

る
。

　

行
革
委
員
会
で

指
摘
さ
れ
た
農
地

を
整
理
し
グ
レ
ー

な
面
は
解
消
し

た
。

【
注
】
令
和
5
年

度
委
託
料
に
は
足
湯
な
ど
の

経
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な

い
の
で
委
託
料
は
令
和
4
年

度
以
前
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ

る
。

問　

業
務
委
託
さ
れ
た
部
分

と
会
社
が
管
理
す
る
部
分
の

電
気
料
な
ど
を
明
確
に
し
な

い
と
不
明
瞭
感
を
持
た
れ
る

の
で
指
定
管
理
に
す
べ
き
で

あ
る
。

答
（
町
長
）　

受
託
者
は
良

く
管
理
し
て
お
り
売
り
上
げ

も
増
え
て
い
る
。
収
益
の
部

分
は
不
明
瞭
な
点
も
あ
る
の

で
令
和
6
年
度
か
ら
指
定
管

理
と
す
る
。
来
年
度
は
そ
れ

に
向
け
し
っ
か
り
と
準
備
し

て
い
く
。

◎「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

（
※
）
の
進
め
方
は

問　

町
は
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
募
集
す
る
と
し

た
が
進
め
方
は
。

答
（
町
長
）　

い
ろ
ん
な
事

業
に
使
え
る
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
使
い
道
を
特
定
せ
ず

行
う
。

※「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

と
は
…
地
方
創
生
に
つ
な
が

る
自
治
体
の
事
業
に
企
業
が

寄
付
し
た
場
合
、
税
金
が
軽

減
さ
れ
る
制
度

問　

ハ
ー
ブ
園
の
施
設
充
実

な
ど
目
的
を
明
確
に
し
た
方

が
寄
付
金
は
集
ま
る
と
考
え

る
が
。

答　

検
討
す
る
。

◎
未
満
児
保
育
の
年
度
途
中

で
の
入
所
は

問　

未
満
児
の
年
度
途
中
で

の
入
所
で
き
な
い
方
が
い
る

と
聞
く
が
状
況
は
。

答　

4
月
の
申
し
込
み
時
点

で
定
員
が
一
杯
の
状
況
で
あ

る
。
部
屋
の
広
さ
や
設
備
が

未
満
児
保
育
に
対
応
で
き
て

い
な
い
。

問　

教
育
長
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答
（
教
育
長
）　

子
ど
も
と

保
育
士
に
と
っ
て
良
い
環
境

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も

対
応
し
て
い
き
た
い
。
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休憩施設への利用が論議されたハーブセンター東の足湯

令和5年度、受託者が管理するラベンダー園

午前中、不登校児童対策の中間教室も兼ねる池田児童クラブ



一
般
会
計
補
正
予
算
・
委
員
会
審
査

令和4年度一般会計補正予算（第8号）の質疑・討論・結果令和4年度一般会計補正予算（第8号）の質疑・討論・結果
　年度末の事業確定による事業費減額及び燃料費高騰による予算増、新規事業などで補正額を 
4,833万円とした。令和4年度予算総額は55億8,608万円となる。

松野亮子 議員
あづみ病院原油価格高騰対策補助金予算で、光熱費の高騰の影響を受けているのは

「あづみ病院」以外の医療機関や町民のみなさんも同様である。町の財政が厳しい
中でこのような支出を行うことには賛成できない。

【審査結果】 賛成多数で可決

反対討論

主な目玉事業

電算委託料電算委託料
3,000万円

【財源】一般財源

あづみ病院あづみ病院
原油価格高騰対策原油価格高騰対策

補助金補助金
275万円

【財源】一般財源

出産・子育て出産・子育て
応援支援金応援支援金
385万円

【財源】国庫交付金 2/3
県交付金 1/6
一般財源 1/6

電算システムのセキュリティ強化に役立てる。
【質疑】
問　委託料が高い。軽減対策は。
答　IT担当の地域おこし協力隊の協力も得て軽減に努める。

あづみ病院の要請に基づき燃油価格高騰によ
る経費増を支援する。

【質疑】
問　支援金について松川村・生坂村などと協議したか。
答　議会終了後に協議する。
問　なぜ、あづみ病院を支援するのか。
答　地域医療の中核となる施設であり要請があった。
問　今後、電気料など数千万円の補助が想定されるが対応は。
答　8割は交付税措置されるので2割の約700万円が町負担になる。

議会は数年前から町営バス明科線・安曇野線を安曇野市の住民
が利用しているのに安曇野市から運行協力金をいただかないこ
とは筋が通らないとし、町に安曇野市に運行協力金を要請する
よう求めてきました。
昨年12月16日、町・議会とで安曇野市・同議会に運行協力金
の要望書を提出し、今回の3月議会において令和5年度安曇野
市一般会計予算で予算化されました。なお、町の予算について
は安曇野市運行協力金として6月議会に上程される予定です。

安曇野市3月定例議会で池田町町営バス運行協力
23万8千円の予算議案が可決されました

国事業の子育て支援として、妊
娠届時に5万円相当・出生届時
に5万円、計10万円相当の経
済支援を行う。

朗報！朗報！
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セキュリテイ工事が
行われる電算室

安曇野市住民も利用している
町営バス明科線のバス

あづみ病院



本 会 議 質 疑・ 討 論・ 結 果本 会 議 質 疑・ 討 論・ 結 果
本
会
議
討
論
　

◉議案
　池田町水道事業会計予算

◉議案
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
条例の一部改正

大出美晴 議員
◦財政難のなかで各課とも努力

して予算案を計上したことに感謝する。
◦財政計画書を作り常にチェックと反省を行う

財政運営を願う。
◦ハーブセンター東の管理は町が管理目的を

しっかりと打ち出し、予算のチェックと指導を
行うよう願う。

　
横澤はま 議員
◦町財政健全化は未だ道半ばで

ある。健全化に向け、「夢出せ、知恵出せ、元気
出せ」の精神で慎重な財政運営を望む。

◦町長のリーダーシップと町民との信頼関係を
構築する行政運営を望む。

◦当てのない副町長予算は望ましい予算でない。

和澤忠志 議員
◦ 本 会 計 が 池 田 町

下水道事業会計に貸し付けた6
千万円についての貸付内規を作り、
議会に報告することを条件に賛
成する。

内容：国の改正に伴い設備の安全計画の見直しと周知
を行う。

【審査結果】 全議員の賛成で可決
問　同上の施設は町にない。条例改正は町の認定子ど

も園を家庭的保育所とすることを意図しているのか。
答（町長）　そのようなことは考えていない。家庭的保育

を行う事業体が出てきた場合への条例改正である。

大厩美秋 議員
◦財政ひっ迫のなかで経費を抑

え財政再建に向けた予算立てが見られた。
◦各種委託料は削減意識を持って取り組んで欲

しい。
◦職員が健康で業務できるよう配慮されたい。
◦新年度、町民、行政ともに混乱なくスタートす

ることを望む。

薄井孝彦 議員
◦厳しい財政のなかで町民福祉

に役立つ予算となっており賛成する。
◦事務事業の見直しを行い、経常経費の削減に

努力されたい。
◦魅力ある池田町を目指し、企業版ふるさと納

税やファンドを活用しハーブ園整備などに町
民の英知を集め進めることを望む。

和澤忠志 議員
◦町農業の振興について中間答申にある農業法人を今年中に町長の責任で立ち上

げることを条件に賛成する。

陳情
「小中学校の給食費無料化のため、市町村への財政支援など長野県に求める意
見書」の採択を求める陳情書　　　　　　　　　　　　【審査結果】 全議員の賛成で採択

服部久子 議員
◦憲法第26条で「義務教育はこれを無償とする」としている。学校給食費も教育の

一環として提供されており無料化すべきである。

賛成です

賛成です 賛成です

賛成です 賛成です

賛成です

賛成です

◉議案　令和5年度池田町一般会計予算　【審査結果】 全議員の賛成で可決
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１月臨時会・3月定例会 上程案件主な議案の説明と審査 結果一覧
審
査
結
果
一
覧

〈表紙〉
高瀬中学校 3年間の感想と今後の抱負を生徒会長の小林杏

あんず

朱さんに聞きました。
〇3年間の感想は。
　沢山の楽しいことや苦しいことがありましたが、充実した毎日でした。
〇今後の抱負は。
　自分も周りも幸せにするという「夢」と「笑顔」は忘れずに、前向きに生きていきたい。

◯…賛成　●…反対

区
分 件　　　　　名

審
査
結
果

松
野
亮
子

大
厩
美
秋

中
山　

眞

横
澤
は
ま

矢
口　

稔

大
出
美
晴

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

和
澤
忠
志

倉
科
栄
司

矢
口
新
平

3
月
定
例
会

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例（家庭的保育事業者へ安全計
画の見直し等を求める）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

高齢者地域支えあい拠点施設設置条例の一部を改正する
条例の制定（支え合い拠点施設に二丁目、堀之内地区を加
える）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ -

二丁目地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定管理者
の指定（二丁目公民館が町の施設となる） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

堀之内地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定管理者
の指定（堀之内集落センターが町の施設となる） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

財産の処分（「さくらの家」を町社協に86万円で売却） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

町道の路線の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

権利の放棄（簡易水道事業の料金債権を放棄する） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

令和4年度一般会計補正予算（第8号） 可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

令和4年度水道事業会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

令和5年度一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

令和5年度工場誘致等特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

令和5年度国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

令和5年度後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

令和5年度水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

令和5年度下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

令和3年度公共土木施設災害復旧事業第425号町道登波
離橋線道路災害復旧工事変更請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

同
意 池田町教育委員会委員の任命（小沢裕子氏を再任する） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

発
議

議会の個人情報の保護に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ -

小中学校給食費の無料化を長野県に求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

令和5年度池田町一般会計予算に対する附帯決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

陳
情

「小中学校給食費の無料化のため、市町村への財政支援
等を長野県に求める意見書」の採択を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

※矢口議長は表決には加わりません。
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１月臨時会・3月定例会 上程案件主な議案の説明と審査 結果一覧
審
査
結
果
一
覧

◯…賛成　●…反対

審
査
結
果

松
野
亮
子

大
厩
美
秋

中
山　

眞

横
澤
は
ま

矢
口　

稔

大
出
美
晴

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

和
澤
忠
志

倉
科
栄
司

矢
口
新
平

1
月
臨
時
会

議　

案
町立美術館、創造館の指定管理者の指定 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

（病欠） −

3
月
定
例
会

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案

大町市及び池田町における北アルプス連携自立圏形成に
係る連携協約の一部を変更する協約の締結の協議（福祉分
野について市町村及び広域連合単独事業での実施のため
事業を削除）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数
の減少及び規約の変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

課設置条例の一部を改正する条例の制定（建設水道課を
設置する） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ −

職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例の制
定（国家公務員の定年引き上げに伴い、町職員の定年を
60歳から65歳に順次引き上げる）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

特別職の職員等の給与に関する条例及び町執行機関の附
属機関設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定

（消防団員の報酬改正など）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

特別職の職員等の旅費又は費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例の制定（消防団員の出動手当額の変更） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部
を改正する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第2号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例の制定（集落支援員の給与を定める） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の
制定（個人番号カードを利用して印鑑証明書の交付がうけ
られるように改正する）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定（出産育
児一時金の改正にともなう条例改正） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

町営バス設置条例の一部を改正する条例の制定（町営バス
池坂線の廃止にともなう条例改正） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

工場誘致等に関する条例の一部を改正する条例の制定（町
財政状況を考慮し、投下固定資産総額に対する助成金の
交付期間を延長する）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強
化に関する法律に基づく固定資産税の課税免除に関する
条例の一部を改正する条例の制定について（北アルプス地
域基本計画の計画期間延長に伴う改正)

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

上下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条
例の制定（広津地区の簡易水道事業及び陸郷地区の飲料
水供給事業を町水道事業に統合することに伴う条例改正）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

簡易給水施設設置条例の一部を改正する条例の制定（法
道地区の簡易給水施設の町水道事業統合にともなう条例
改正）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

簡易水道設置条例を廃止する条例の制定（広津地区の簡
易水道事業を町水道事業に統合することに伴う条例改正） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

簡易水道特別会計条例を廃止する条例の制定（広津地区
の簡易水道事業を町水道事業に統合することに伴う条例
改正）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
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一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長
などの方針を問うものです。

ここが聞きたい
11 人が一般質問を行いました

11議員が町政を問う11議員が町政を問う11議員が町政を問う
町立美術館・創造館の 指定管理者 に町立美術館・創造館の 指定管理者 に
　　静岡ビル保善株式会社静岡ビル保善株式会社　　を指定する議案をを指定する議案を　　可決‼可決‼

1
月
臨
時
会

　1月23日臨時議会が開かれ、町から町立美術館・創造館の指定管理者に静岡ビル保善株式
会社を指定したい旨の議案が上程され、賛成多数で可決しました。町側の説明と質疑の概要
は下記のとおりです。

《町の説明》
◉昨年12月21日、2社・1法人による審査会を行い静岡ビル保善株式会社が最も高い審査点数で

あったので指定管理者に指名したい。

◉同社は静岡市に本社があり、ビル保善の他に公園（安曇野市かじかの里公園）・温泉施設（あづ
み野ランド）・伊豆市ガラスミュージアムなどの管理業務も行う。関連会社が2社で松本市に営
業支店がある。資本金2,000万円、関連従業員1,800人（県内50人）である。

　
◉指定管理の期間は令和5年4月1日から令和8年3月31日までの3年間とする。

《議会と町の質疑》
問　審査会で静岡ビル保善㈱が優れていた点は何

か。
答　今までの美術館職員を雇うことを表明したこ

と、資料・プレゼンテーションが分かりやす
く、訴える力が優れていたことが上げられる。

問　静岡ビル保善㈱の目指す美術館は何か。議会とも意見交換の場の設定を。
答　当面今までのスタッフのノウハウを把握し、2〜3年目から色が出てくるものと考える。3月

中に町民への説明会を予定している。 議会との意見交換会は計画する。

問　町の文化（上原良司など）や創造館はどのように活用するのか。　
答　町文化を活かしていく方針である。創造館は今までの利用は維持してもらう。町と静岡ビル保

善㈱との定期協議を行うなかで良い方向にもっていきたい。

問　シダックスからの移行をスムーズに行うとともに電気料の節約を図って欲しい。入館者数目標は。
答　町・シダックス㈱・静岡ビル保善㈱の三者で協議していく。ビルメンテナンスの会社であり専

門家の立場から電気料を見直してもらう。入館者数目標はコロナ以前の23,000人である。

《議会》応募のキッカケは。心掛けていく点は。
【ビル保善】 美術館からの景色や施設をみてイメージが湧
いたのがキッカケである。美術に興味のない方も来ていた
だけるよう心がける。

《議会》従業員1,800人の方が保養も兼ねて美術館におい
でいただくようお願いしたい。
【ビル保善】 西伊豆ガラスミュージアムとの連携も含めて
静岡県から誘客したい。

3月1日   静岡ビル保善㈱と議会との意見交換会を行いました
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一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長
などの方針を問うものです。

ここが聞きたい
11 人が一般質問を行いました

11議員が町政を問う11議員が町政を問う11議員が町政を問う

質問者 質問事項

横
よこさわ

澤 はま 議員
・財政健全化に向けた町づくりの取り組みは
・行財政改革推進委員会答申への行政の具体的取り組みは

和
わ ざ わ

澤 忠
た だ し

志 議員
・農業振興にブランド化が必要では
・令和 5 年度の社口原耕作の取り組み予定は

大
おおまや

厩 美
よしあき

秋 議員
・自治会の課題への町の対応は
・児童生徒の通学路における安全対策は
・ハーブガーデンの足湯を休憩場所に

矢
や ぐ ち

口   稔
みのる

 議員

・八十二銀行の町外移転に伴う町への対応は
・人口を増やす取り組みを行政全体で推進を
・消防団員が加入・活動しやすい環境の整備を
・防災行政無線の内容を町ホームページに掲載を

松
ま つ の

野 亮
りょうこ

子 議員 ・化学物質過敏症への対応は

中
なかやま

山   眞
まこと

 議員
・町財政健全化へ向けた経常経費削減と収入増の施策は
・町長の基本方針に町民の意見をどう反映させるか

大
おおいで

出 美
よしはる

晴 議員
・会染西部地区ほ場北（林中地区）の整備計画は
・町中の総合的なビジョンは
・町財政計画書の作成を

服
はっとり

部 久
ひ さ こ

子 議員

・3 歳児未満の保育料軽減を
・就学前児童の医療費窓口完全無料化を
・高校生通学費助成の実施を
・病児保育の将来の方針は

薄
う す い

井 孝
たかひこ

彦 議員
・社口原や町農業の振興をどのように進めようとしているのか
・会染西部地区ほ場非農用地の整備をどのように進めるか
・自治会の未加入者・脱会者対策へ町の支援を

倉
くらしな

科 栄
え い じ

司 議員
・コロナ後の社会活動再構築への行政支援について
・職員の人事構成のロードマップについて
・任期最終年を迎える甕町政について

矢
や ぐ ち

口 新
しんぺい

平 議員

・小中学校給食費の町負担はどうするのか
・職員駐車場の借り上げ料はどうするか
・会染西部地区ほ場非農地整備の考えは
・ハーブセンター東側管理の考えは
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一
般
質
問

問
自
治
会
加
入
率
の
減
少
は
池
田
町
も
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
転
入
者
の
加
入

促
進
や
脱
会
者
を
出
さ
な
い
こ
と
に
自
治
会
役
員

の
方
々
は
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
役
員
が
変
わ
っ
て

も
ス
ム
ー
ズ
に
勧
誘
で
き
る
よ
う
「
自
治
会
加
入

促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
を
提
案
す
る
。

答
自
治
会
加
入
促
進
に
は
勧
誘
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
自
治
会
自
体
が
加
入
し
た
い
、

脱
会
し
た
く
な
い
組
織
と
な
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

問
作
成
に
つ
い
て
共
通
す
る
内
容
は
町
で
行

い
自
治
会
ご
と
異
な
る
内
容
に
つ
い
て
は

自
治
会
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
働
で
お
願
い
し
た
い
が
。

答
自
治
会
に
よ
っ
て
様
々
な
取
組
み
を
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
取
組
を
町
外
各
地

の
情
報
、
他
自
治
体
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
し

て
作
成
し
た
い
。

問
令
和
5
年
度
予
算
に
自
治
会
要
請
の
実
現

に
向
け
た
予
算
反
映
が
さ
れ
て
い
る
か
。

答
主
な
要
請
は
道
路
改
良
や
交
通
安
全
に
関

す
る
修
繕
等
で
あ
る
が
、
1
，3
4
0
万

円
ほ
ど
割
り
当
て
い
る
。
現
地
視
察
を
行
い
緊
急

性
の
高
い
も
の
は
予
算
の
許
す
範
囲
で
補
正
予
算

対
応
し
た
い
。
県
で
の
実
施
事
業
は
様
々
な
角
度

か
ら
お
願
い
を
続
け
て
い
る
。

問
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
よ
り
地
域

が
目
指
す
べ
き
10
年
後
の
農
地
利
用
の
姿

や
担
い
手
の
明
確
化
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

答
町
内
を
概
ね
15
程
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
分

け
今
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
地
域
で
の

話
し
合
い
を
予
定
し
て
い
る
。

問
経
営
を
維
持
し
て
行
く
に
は
ブ
ラ
ン
ド
化

が
必
要
と
思
う
。
例
え
ば
内
鎌
の
か
ん

ぴ
ょ
う
、桜
仙
峡
あ
ず
き
、ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
ジ
ャ

ム
、
テ
ン
ペ
味
噌
等
を
支
援
強
化
し
て
育
て
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
大
事
な
事
だ
。
大
い
に
研
究
を
深
め
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

令
和
5
年
度
社
口
原
耕
作
の
取
り
組
み
は

問
社
口
原
の
今
年
の
取
り
組
み
は
。

答
一
点
目
は
将
来
の
町
の
農
業
振
興
を
支
え

る
中
心
形
態
と
な
る
法
人
の
設
立
で
あ

る
。
今
年
中
を
目
標
に
設
立
し
た
い
。
新
会
社
の

意
向
に
よ
り
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。
二

点
目
は
社
口
原
の
耕
作
を
継
続
す
る
事
で
あ
る
。

問
法
人
設
立
を
今
年
中
に
決
め
る
よ
う
町
長

の
強
い
決
意
を
聞
か
せ
て
頂
き
た
い
。

問 

任
期
あ
と
１
年
、
町
長
が
掲
げ
た
町
づ
く

り
は
ど
の
よ
う
な
形
で
町
民
に
示
し
終
結

さ
れ
る
の
か
。

答
思
う
よ
う
な
施
策
は
展
開
で
き
て
い
な
い

が
、
一
つ
一
つ
の
課
題
に
し
っ
か
り
向
き

合
い
町
民
と
対
話
を
重
ね
、
財
政
面
に
お
い
て
も

十
分
考
慮
し
な
が
ら
方
向
付
け
の
結
論
を
出
し
て

い
く
。

問 

町
長
方
針
の
少
子
化
対
策
で
、
か
え
で
広

場
に
児
童
遊
具
及
び
四あ

ず
ま
や阿

設
置
を
掲
げ
て

い
る
が
、厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
で
い
か
が
か
。

答
地
域
の
強
い
要
望
で
、
幼
児
か
ら
児
童
ま

で
だ
れ
で
も
使
え
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

も
の
、
高
齢
者
対
応
の
健
康
遊
具
を
備
え
た
広
く

対
応
で
き
る
設
備
を
考
え
て
い
る
。

問 「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」
の
実
現
に
向
け
た
取

組
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
欲
し
い
が
。

答
公
共
施
設
の
屋
根
貸
し
、
太
陽
光
発
電
に

対
す
る
補
助
、
エ
コ
住
宅
改
修
事
業
へ
の

補
助
金
制
度
等
の
展
開
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
協
定
の
取
り
交
わ
し
を
し
た
。
可
燃
ご

み
一
人
当
た
り
年
間
「
1
3
5
㎏
」
を
目
標
に
、

広
報
で
の
意
識
啓
発
や
地
域
に
出
向
い
て
の
説
明

会
等
を
通
し「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
の
実
現
」

を
目
指
し
て
い
く
。

横
澤
は
ま 

議
員

財
政
健
全
化
に
向
け

た
町
づ
く
り
の
取
り

組
み
は

大
厩
美
秋 

議
員

自
治
会
の
課
題
改
善

へ
の
町
の
対
応
は

和
沢
忠
志 

議
員

農
業
振
興
に
は
ブ
ラ

ン
ド
化
が
必
要
で
は

池田町議会だより　　第 138号　　2023 年 4月 26日発行 12



一
般
質
問

児
童
生
徒
の
通
学
路
安
全
対
策

問
「
子
ど
も
を
守
る
安
心
の
家
」
の
所
在
地

を
家
庭
で
再
確
認
で
き
る
よ
う
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
所
在
掲
載
を
提
案
す
る
。

答
関
係
機
関
等
と
協
議
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

問
こ
れ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が

本
格
的
に
運
用
さ
れ
る
。
安
全
・
防
犯
面

の
見
守
り
に
お
い
て
「
安
心
の
家
」
と
連
携
で
き

れ
ば
有
効
に
機
能
す
る
と
考
え
る
が
。

答
計
画
さ
れ
て
い
る
地
域
学
校
園
で
池
田
地

区
、
会
染
地
区
共
に
「
安
全
・
安
心
」
に

関
わ
る
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
安
心
の
家
」
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

休
止
中
の
足
湯
を
休
憩
場
所
に

問
再
度
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
の
休
止
中
足
湯
を

休
憩
場
所
と
し
て
開
放
を
提
案
す
る
が
。

答
現
地
確
認
を
行
い
他
用
途
へ
の
活
用
が
可

能
と
判
断
し
た
。
新
年
度
の
早
い
時
期
に

休
憩
施
設
と
し
て
開
放
す
る
。

答
設
立
を
目
指
し
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問
社
口
原
で
令
和
5
年
度
に
行
う
べ
き
、
土

層
改
良
や
ぶ
ど
う
の
苗
木
等
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
な
い
が
苗
木
は
い
つ
植
え
る
の
か
。

答
ぶ
ど
う
の
植
え
付
け
は
来
年
の
春
先
に
し

た
。
今
年
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
池
田

町
フ
ァ
ー
ム
の
協
力
を
得
て
社
口
原
耕
作
に
向
け

て
の
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。
植
え
付
け
面
積
は

法
人
の
意
向
に
し
た
が
っ
て
無
理
の
な
い
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
。
予
算
は
必
要
に
な
れ
ば
補
正
予

算
で
あ
げ
て
い
き
た
い
。

問
飯
山
市
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
60
人
募

集
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
町
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
は
20
人
位
必
要
で
は
な
い
か
。

答
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
の
で
今
後
随
時
採

用
し
て
い
き
た
い
。

問 
健
康
長
寿
対
策
に
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
運
動
」
の
表
示
設
置
の
提
案
を
。

答
子
ど
も
子
育
て
会
議
、
教
育
委
員
会
の
会

議
等
で
意
識
を
共
有
し
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。　
　

問 

逼
迫
す
る
町
行
財
政
の
な
か
、
持
続
可
能

な
農
業
体
制
の
構
築
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
食
料
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
、

全
町
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
考
え

る
。「
全
町
一
農
場
」
の
理
念
の
も
と
、
知
恵
を

出
し
合
え
る
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
答
申
へ
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は

問 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
け
る
指
針
・
財
政
指

標
の
明
確
化
、
財
政
健
全
化
へ
の
道
筋
を

示
し
て
ほ
し
い
が
。

答
財
政
見
通
し
は
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
考
察
し
て
ほ
し
い
が
、
ど
の
時
点
で
健

全
と
言
え
る
の
か
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。
常
に

危
機
感
を
持
っ
て
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
い
く
。

問 

答
申
に
対
す
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
え
る

取
り
組
み
の
再
検
討
と
検
証
す
る
委
員
会

設
置
が
必
要
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

答
財
政
に
つ
い
て
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

示
し
て
い
る
が
そ
の
他
の
課
題
に
つ

い
て
は
新
年
度
中
に
方
向
付
け
を
す
る
。
検

証
す
る
委
員
会
は
総
合
計
画
審
議
会
の
場

で
検
証
を
図
っ
て
い
く
。
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一
般
質
問

問
町
財
政
健
全
化
へ
向
け
経
常
収
支
比
率
を

適
正
水
準
に
も
ど
し
、
投
資
的
経
費
の
割

合
を
高
め
て
、
弾
力
性
の
あ
る
財
政
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
経
費
抑
制
策
は
。

答
創
造
館
の
指
定
管
理
と
町
営
バ
ス
池
坂
線

の
移
管
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
重
点
施
策
の
財
源
配
分
と
具
体
的
な
数
値

目
標
は
。

答
重
点
施
策
8
つ
の
具
体
的
な
項
目
を
挙

げ
、
優
先
的
に
予
算
化
す
る
。
ま
た
、
経

常
収
支
比
率
を
85
％
以
下
に
目
標
を
定
め
る
。

問
経
常
収
支
比
率
の
数
字
自
体
は
地
方
交
付

税
等
の
影
響
で
ぶ
れ
る
。
具
体
的
な
改
善

策
は
。 

答
毎
年
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
を
抑
え

る
こ
と
。
予
算
査
定
で
要
求
項
目
の
細
部

に
わ
た
り
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

問
新
年
度
、
町
債
を
財
源
と
す
る
予
定
事
業

は
。

答
防
災
対
策
事
業
、
農
業
競
争
力
強
化
基
盤

整
備
事
業
、
道
路
橋
等
定
期
点
検
修
繕
事

業
、
舗
装
個
別
施
設
修
繕
事
業
、
過
年
発
生
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
の
5
つ
。　

問
財
源
確
保
に
向
け
た
収
入
増
施
策
が
求
め

ら
れ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
頼
み
で
な
い
収

問
化
学
物
質
過
敏
症
と
は
化
学
物
質
へ
の
曝

露
が
許
容
量
を
超
え
た
時
に
様
々
な
体
調

の
不
調
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
吐
き

気
、
頭
痛
や
め
ま
い
、
目
や
喉
の
痛
み
、
息
切
れ

や
息
苦
し
さ
、
動
悸
が
症
状
の
例
で
あ
る
。
重
症

の
場
合
は
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
と
て
も
困
難

に
な
る
。
化
学
物
質
過
敏
症
で
苦
し
ん
で
い
る
人

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
大
人
だ
け
で
な
く
学

校
や
保
育
園
に
通
う
子
ど
も
た
ち
も
同
様
で
あ

る
。
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
（
※
）
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
た
こ
と
が
過
去
に
あ
っ
た
が
、
学
校
の
施
設

だ
け
で
な
く
、
同
級
生
の
衣
類
の
洗
濯
に
使
わ
れ

て
い
る
合
成
洗
剤
や
柔
軟
仕
上
げ
剤
で
具
合
が
悪

く
な
っ
て
学
校
に
行
け
な
く
な
っ
た
子
ど
も
も
増

え
て
い
る
。

北
海
道
の
東
川
町
で
、
2
0
2
2
年
に
小
中
学

校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
保
護
者
を
対
象
に
行
わ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
香
り
成
分
に

よ
り
体
調
不
良
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
ど
も

は
小
学
生
で
9
％
、
中
学
生
で
は
12
％
い
た
。
池

田
町
で
化
学
物
質
過
敏
症
に
悩
ん
で
い
る
人
は
ど

れ
ぐ
ら
い
い
る
の
か
、
そ
の
調
査
を
し
た
こ
と
が

あ
る
か
。

※
学
校
の
建
物
の
建
材
・
内
装
材
に
使
用
さ
れ
る
化

学
物
質
に
よ
り
室
内
の
空
気
汚
染
が
引
き
起
こ

問
町
に
と
っ
て
歴
史
的
な
金
融
機
関
の
町
外

移
転
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
交
渉
過
程
に

つ
い
て
、
昨
年
9
月
下
旬
に
計
画
の
知
ら
せ
を
受

け
、
12
月
5
日
に
要
望
書
を
提
出
し
た
と
し
て
い

る
。
約
2
ヶ
月
強
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
た
の
か
。
い
ち
早
く
町
の
考
え
を
伝
え
る
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
事
務
局
レ
ベ
ル
を
通
じ
て
意
向
は
伝
え
て

い
る
。
議
長
と
商
工
会
、
銀
行
と
日
程
調

整
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
時
間
が
経
つ
こ
と
に

よ
っ
て
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

問
事
務
局
に
任
せ
る
レ
ベ
ル
の
話
で
は
な

い
。
ト
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
が
腹
を
割
っ
て
話

し
合
う
な
ど
、
町
長
と
し
て
行
動
を
起
こ
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
動
き
が
鈍
か
っ
た
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
は

そ
れ
で
受
け
止
め
る
し
か
な
い
。

問
年
金
受
給
者
の
方
は
A
T
M
（
現
金
自
動

預
払
機
）
に
不
慣
れ
な
方
も
多
い
。
町
な

か
の
振
興
策
と
と
も
に
早
急
に
対
応
を
。

答
で
き
る
だ
け
町
民
の
利
便
性
を
損
な
わ
な

い
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
を
役
場
全
体
で

松
野
亮
子 

議
員

化
学
物
質
過
敏
症
へ

の
対
応
は

矢
口　

稔 

議
員

八
十
二
銀
行
の
町
外

移
転
に
伴
う
町
の
対

応
は

中
山　

眞 

議
員

町
財
政
健
全
化
へ
向
け

た
経
費
抑
削
減
と
収

入
増
へ
の
施
策
は

池田町議会だより　　第 138号　　2023 年 4月 26日発行 14



一
般
質
問

入
増
の
施
策
は
。

答
自
助
努
力
で
収
入
増
を
図
れ
る
の
は
、
何

か
の
収
益
事
業
か
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ

る
。
多
く
の
自
治
体
が
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の

増
額
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
、
当
町
も

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
窓
口
を
増
や
し
、
2
0
0

種
類
を
超
え
る
返
礼
品
の
更
な
る
工
夫
等
、
職
員

一
同
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
長
基
本
方
針
に
町
民
の
意
見
を
ど
う

反
映
さ
せ
る
か

問
少
子
化
対
策
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
、
健

康
長
寿
の
町
づ
く
り
、
農
業
体
制
の
構
築
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
5
つ
の
柱
と
し
て
い

る
。
な
ぜ
取
り
組
む
の
か
と
い
う
目
的
と
、
1
年

後
に
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
目
標
を
町

民
に
知
ら
し
め
、
議
論
の
場
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
町
長
の
考
え
に
町
民
の
意
見
を
ど
う
反
映

さ
せ
て
い
く
の
か
。

答
一
つ
一
つ
の
案
件
の
解
決
に
向
け
真
正
面
か

ら
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
集
会
等
規
制
さ
れ

て
い
た
が
、
今
後
は
町

民
の
皆
さ
ん
と
対
面
で

意
見
交
換
を
行
い
、
直

接
ご
意
見
を
う
か
が
い

な
が
ら
、
行
政
に

生
か
せ
る
ご
意
見

は
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
く
。

さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
体
調
不
良
が
生
じ
る
こ
と

答
調
査
は
実
施
し
た
こ
と
が
な
い
。

問
町
に
は
、
化
学
物
質
過
敏
症
で
苦
し
ん
で

い
る
子
ど
も
が
い
な
い
の
か
。
仮
に
今
、

化
学
物
質
過
敏
症
で
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
が

い
な
く
て
も
、
今
後
、
現
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

保
育
園
児
と
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
、
子
ど
も
た
ち
の
化
学
物
質
過
敏
症
に
関

す
る
調
査
を
実
施
で
き
な
い
か
。

答
単
独
で
は
難
し
い
が
他
の
調
査
と
合
わ
せ

て
な
ら
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

問
町
民
に
対
し
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
周
知

で
き
な
い
か
。

答
効
果
的
な
周
知
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

問
人
口
減
少
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
役
場
内

に
各
課
横
断
的
な
取
り
組
み
の
具
現
化
を
。

答
新
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
立
ち
上

げ
な
ど
取
り
組
ん
で
い
く
。

消
防
団
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備

問
消
防
団
員
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
団
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

な
ど
で
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

答
意
見
は
随
時
受
け
付
け
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
検
討
す
る
。

防
災
行
政
無
線
の
聞
き
逃
し
サ
ー
ビ
ス
を

問
町
外
に
い
る
場
合
な
ど
無
線
の
内
容
を
聞

き
逃
す
場
合
が
あ
る
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
な
ど
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

答
情
報
発
信
は
行
っ
て
い
る
が
前
向
き
に
研

究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

池田町議会だより　　第 138号　　2023 年 4月 26日発行15

５月に松川村に移転する八十二銀行池田支店

ふるさと納税返礼品

国が作成した香害防止ポスター



一
般
質
問

問
町
農
業
振
興
協
議
会
の
中
間
答
申
で
社
口

原
で
ブ
ド
ウ
・
モ
モ
の
栽
培
を
計
画
し
て

い
る
。
両
者
の
栽
培
で
は
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

農
薬
が
使
わ
れ
る
。
同
農
薬
が
地
下
水
に
混
入
し

た
場
合
、
社
口
原
下
流
の
坂
下
地
区
の
地
下
水
利

用
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
町
は
該

当
住
民
に
説
明
し
対
応
を
協
議
す
べ
き
で
は
。

答
坂
下
地
区
の
該
当
者
と
協
議
す
る
。

問
来
年
度
、
社
口
原
で
農
薬
を
使
わ
な
い

「
ガ
ー
デ
ン
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
」
の
試
験

栽
培
を
。

答
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
試
験
栽
培
し
社

口
原
で
の
適
性
を
み
た
い
。

農
業
法
人
へ
の
取
り
組
み
は

問
中
間
答
申
で
は
令
和
５
年
度
に
農
業
法
人

を
設
立
す
る
と
し
て
い
る
が
、
法
人
の
代
表

（
地
元
）
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
計
画
ど
お

り
農
地
集
積
（
水
稲
1
0
0
ha
等
）
で
き
る
の
か
。

答
法
人
代
表
は
探
し
て
い
る
。
農
地
集
積
は

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
地
域
計
画
策
定

の
な
か
で
進
め
る
。

問
法
人
が
町
に
債
務
保
証
や
損
失
補
償
を
求

め
て
き
た
時
、
町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

問
3
歳
以
上
と
生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
保
育
料
は
無
料
だ
が
、
そ
れ
以

外
の
3
歳
未
満
児
の
保
育
料
は
収
入
に
応
じ
て
月

額
1
万
7
千
円
か
ら
7
万
3
千
円
と
な
っ
て
お
り

負
担
が
大
き
い
。
特
に
3
階
層
、
4
階
層
の
世
帯
に

と
っ
て
月
額
1
万
7
千
円
、
2
万
4
千
5
百
円
の

保
育
料
は
非
常
に
厳
し
い
。
負
担
軽
減
を
求
め
る
。

答
減
免
は
考
え
て
い
な
い
。

問
3
歳
未
満
児
の
保
育
人
数
39
人
中
、
1
〜

4
階
層
が
26
人
で
収
入
が
少
な
い
世
帯
ほ

ど
3
歳
未
満
児
保
育
を
利
用
し
て
い
る
。
3
階
層

の
年
間
保
育
料
は
20
万
4
千
円
、
収
入
の
約
1
割

を
占
め
る
。
低
収
入
の
子
育
て
世
帯
の
支
援
は
必

要
で
は
な
い
か
。

答
子
育
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
そ
の
中
で
議
論
す
る
。

就
学
前
児
童
の
医
療
費
窓
口
完
全
無
料
化
を

問
県
の
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
補
助
の
増

額
分
1
6
0
万
円
を
活
用
し
て
、
就
学
前
児

童
の
医
療
費
自
己
負
担
金
の
無
料
を
求
め
る
が
。

答
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
勘
案
し
完
全
無
料

化
は
考
え
て
い
な
い
。

問
林
中
地
区
を
含
め
現
在
の
ほ
場
整
備
よ
り

北
側
の
整
備
を
進
め
な
い
と
国
の
方
針
で

5
年
以
内
に
水
田
あ
る
い
は
水
張
り
を
し
な
け
れ

ば
補
助
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
聞
く
。
水
路
の

老
朽
化
に
よ
り
機
能
を
果
た
せ
な
い
。
将
来
南
側

の
整
備
さ
れ
た
ほ
場
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
る
が

町
長
の
見
解
を
聞
く
。

答
転
作
の
固
定
化
に
よ
る
ほ
場
条
件
の
悪
化

は
認
識
し
て
い
る
。
新
た
な
整
備
に
は
約

10
億
円
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。
現
在
の
整
備
事

業
完
了
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
研
究
す
る
。

問
将
来
の
農
業
と
ほ
場
整
備
は
ど
う
考
え
る

の
か
。
作
物
を
収
穫
し
利
益
を
上
げ
る
の

は
農
家
の
責
任
、
農
地
を
い
か
に
確
保
す
る
か
は

行
政
の
責
任
。
町
長
の
思
い
は
。

答
農
地
の
整
備
は
誰
が
何
を
ど
う
栽
培
す
る

か
で
整
備
の
方
向
が
決
ま
る
。
各
方
面
と

協
議
を
し
、
解
決
に
向
け
必
要
と
な
る
取
り
組
み

を
考
え
る
。

町
中
の
総
合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は

問
池
田
町
の
道
路
は
狭
く
曲
が
っ
て
お
り
、

大
型
車
が
曲
が
り
に
く
い
。
県
道
沿
い
は

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。
将
来
に
向
け
道
路
イ
ン

フ
ラ
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

薄
井
孝
彦 

議
員

社
口
原
や
町
農
業
の

振
興
を
ど
う
進
め
る

の
か

服
部
久
子 

議
員

３
歳
未
満
児
の
保
育

料
軽
減
を

大
出
美
晴 

議
員

会
染
西
部
地
区
ほ
場

整
備
北
（
林
中
地
区
）

へ
の
整
備
計
画
は
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一
般
質
問

る
か
。

答
法
人
の
事
業
内
容
・
資
金
計
画
な
ど
を
吟

味
し
、
町
長
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
議
会

に
相
談
す
る
。

問
重
要
な
こ
と
な
の
で
法
人
を
立
ち
上
げ
る
前

に
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
。

答
法
人
の
形
が
見
え
て
き
た
段
階
で
協
議

し
、
調
整
を
図
る
。

会
染
西
部
ほ
場
非
農
用
地
整
備
計
画
の

進
め
方
は

問
計
画
案
を
議
会
と
町
民
に
説
明
、
意
見
を

聴
い
て
か
ら
予
算
案
を
議
会
に
上
程
す
べ

き
で
は
。

答
計
画
概
要
が
で
き
た
ら
議
会
と
町
民
に
説

明
し
予
算
案
を
上
程
す
る
。
事
業
費
の
抑

制
は
当
然
検
討
す
る
。

自
治
会
未
加
入
者
対
策
に
町
の
支
援
を

問
自
治
会
未
加
入
者
・
脱
会
者
対
策
と
し
て

自
治
会
活
動
の
「
栞

し
お
り
」
と
「
自
治
会
活
動

の
手
引
き
」
を
来
年
度
策
定
し
活
用
を
。

答
両
方
と
も
来
年
度
策
定
し
支
援
す
る
。

高
校
生
通
学
費
助
成
の
実
施
を

問
高
校
生
通
学
費
は
篠
ノ
井
線
明
科
〜
松
本

間
の
1
年
間
定
期
代
は
約
6
万
円
、
大
糸

線
松
川
〜
松
本
間
は
約
5
万
円
で
あ
る
。
松
川
村

は
5
年
度
か
ら
2
万
円
補
助
、
生
坂
村
は
バ
ス

代
半
額
補
助
、
白
馬
村
は
遠
距
離
小
中
学
生
に

1
万
9
千
円
か
ら
2
万
8
千
円
補
助
、
小
谷
村
は

高
校
3
年
間
に
年
3
万
円
補
助
を
実
施
し
て
い

る
。
高
校
生
通
学
費
の
補
助
を
求
め
る
が
。

答
考
え
て
い
な
い
。

病
児
保
育
の
将
来
の
方
針
は

問
病
児
保
育
の
充
実
は
子
育
て
世
代
の
支
援

策
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
社
会
進
出
に
つ
な

が
る
。
現
在
、
病
児
保
育
は
市
立
大
町
病
院
の
み
で

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
池
田
町
民
に
と
っ
て
利
用
し

づ
ら
い
。
自
立
圏
の
将
来
の
方
針
は
。

答
実
施
し
て
3
年

目
だ
が
、
要
望
、

実
績
を
見
極
め
て
い
く
。

問
自
立
圏
事
業
の

審
議
を
理
事
者

だ
け
で
な
く
、
広
域
議

会
内
で
審
議
を
求
め
る

が
。答

自
立
圏
事
業
は

広
域
連
合
の
事
業
で
な
く
議
会
で
審

議
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
後
、
正
副

連
合
長
会
議
で
話
し
合
う
。

答
民
家
の
多
い
道
路
は
計
画
が
立
て
に
く
く
、

県
道
に
つ
い
て
は
県
と
の
協
議
が
必
要
。

問
現
在
の
庁
舎
は
建
て
ら
れ
て
か
ら
半
世
紀

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
将
来
役
場

庁
舎
・
学
校
が
移
転
す
る
こ
と
で
病
院
や
神
社
の

周
り
に
駐
車
場
や
商
店
ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
、
活

性
化
と
経
済
効
果
に
繋
が
る
か
も
。
移
転
す
る
こ

と
で
集
約
的
な
機
能
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
。

答
各
施
設
と
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
は

事
実
。
総
合
計
画
の
中
で
予
算
計
上
し
事

業
実
施
し
て
い
く
。

町
財
政
計
画
書
の
作
成
を

問
財
政
計
画
を
策
定
し
て
計
画
的
な
財
政
運

営
を
行
い
、
財
政
の
健
全
性
を
保
つ
た

め
、
安
曇
野
市
の
よ
う
に
財
政
計
画
書
を
作
成
す

る
こ
と
が
大
事
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
は
。

答
安
曇
野
市
の
財
政
計
画
に
近
い
も
の
と
し

て
令
和
2
年
度
か
ら
随
時
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
て
い
る
。
今
後
は
将
来
推

計
を
行
う
こ
と
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
が
で
き

る
よ
う
努
め
る
。
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【参考例】転入された方へ
の自治会への勧誘システ
ム（案）

林中地区ほ場の
老朽化した開拓水路

３歳未満児の保育

転入者 町
役
場

⇩
A・B
連絡

防
災
会

自
治
会

転入手続き
⇨
⇦

栞による
自治会
加入勧誘

⇦

⇦

⇦

⇦

A自治会加入希望

B 自治会加入検討
する。

C 自治会加入検討
する。（地元、自治
会の訪問を不可とす
る方）
D自治会加入不同
意



一
般
質
問問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
蔓

延
し
て
3
年
が
経
過
す
る
中
で
、
世
界
で
は
コ
ロ

ナ
と
共
存
し
な
が
ら
社
会
生
活
を
営
む
方
向
に
軸
足
を

移
し
て
き
て
お
り
日
本
も
同
様
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
に
よ
り

私
た
ち
の
身
近
で
も
社
会
活
動
に
大
き
な
変
化
が
起
き

た
。
人
々
と
の
絆
を
深
め
社
会
生
活
を
よ
り
充
実
し
た
も

の
に
す
る
地
域
の
分
館
活
動
が
、
高
齢
化
・
人
口
減
少
等

に
よ
り
参
加
人
数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で

止
め
を
刺
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
立

場
で
か
つ
て
の
よ
う
な
分
館
活
動
を
い
か
に
取
り
戻
し
て

い
く
か
、
方
針
を
ど
う
位
置
付
け
行
政
と
し
て
支
援
を
し

て
い
く
か
聞
き
た
い
。

答
生
涯
学
習
課
と
し
て
は
分
館
活
動
に
と
ど
ま
ら

ず
公
民
館
活
動
全
体
に
お
い
て
今
後
の
在
り
方

を
模
索
し
て
い
る
。
来
年
度
予
定
し
て
い
る
町
民
活
動
一

覧
表
の
デ
ー
タ
更
新
を
通
し
て
講
座
・
講
師
の
紹
介
や
頑

張
っ
て
分
館
活
動
を
継
続
し
て
い
る
分
館
を
分
館
長
会
議

で
紹
介
す
る
と
共
に
、
担
当
職
員
と
し
て
地
域
に
足
を
運

び
分
館
活
動
の
普
及
促
進
に
力
を
い
れ
て
い
き
た
い
。

職
員
の
人
事
構
成
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

問
行
財
政
改
革
の
推
進
や
退
職
職
員
の
不
補
充
で

職
員
数
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
の
弊
害

と
し
て
療
養
休
暇
を
取
得
す
る
職
員
が
一
定
程
度
常
に
あ

り
新
規
採
用
職
員
が
無
い
中
で
職
員
の
人
事
構
成
に
ひ

倉
科
栄
司 

議
員

コ
ロ
ナ
後
の
社
会
活

動
再
構
築
へ
の
行
政

支
援
に
つ
い
て

問
小
学
校
の
給
食
費
年
間
5
万
6
千
円
の
う

ち
今
ま
で
は
3
万
6
千
円
が
町
の
補
助
で

し
た
が
、
令
和
5
年
度
よ
り
1
万
円
の
増
額
の
予

算
が
組
ま
れ
た
。
令
和
6
年
度
は
町
が
全
額
負
担

と
す
る
の
か
。
池
田
松
川
施
設
組
合
で
今
ま
で
池
田

町
は
松
川
村
と
負
担
を
同
額
に
合
わ
せ
た
経
緯
が

あ
る
。
松
川
村
は
給
食
費
無
料
化
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、
池
田
町
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
5
年
度
は
町
負
担
を
1
万
円
追
加
し
、
松

川
村
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
き
た
。
池
田
町

と
し
て
は
、
令
和
6
年
度
給
食
費
を
無
料
化
す
る

か
は
未
定
で
あ
る
。

職
員
駐
車
場
の
借
り
上
げ
料
は
ど
う
す
る
の
か

問
こ
の
土
地
は
借
地
で
あ
り
、
年
に

1
2
0
万
円
を
地
主
に
支
払
っ
て
い
る
。
職

員
が
支
払
う
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

ま
た
何
月
ま
で
に
決
め
実
行
す
る
の
か
。

答
遅
く
と
も
5
月
か
ら
6
月
に
は
決
め
る
。

会
染
西
部
ほ
場
非
農
用
地
整
備
の
考
え
は

問
非
農
用
地
取
得
費
用
及
び
整
備
費
用
は
。

ま
た
財
源
は
。
整
備
計
画
の
内
容
は
い
つ

ま
で
に
方
向
性
を
示
す
の
か
。

矢
口
新
平 

議
員

小
中
学
校
給
食
費
の

町
負
担
は
ど
う
す
る

の
か

令
和
5
年
2
月
3
日

第
11
回 

信
州
の
食
を
育
む
県
民
大
会
で
池
田
町
議
会

発
議
の
〝
あ
づ
み
野
池
田
い
き
い
き
食
育
条
例
〟
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

食
育
条
例
は
一
昨
年
の
9
月
定
例
会
で
可
決
、
一
昨

年
11
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
横
澤
議
員

は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
食
育
条
例
策
定
の
経
過
、
条

例
の
内
容
を
ユ
ー
モ
ア
も
ま
じ
え
て
報
告
。
そ
の
内

容
は
町
の
第
２
次
食
育
推
進
計
画
に
活
か
さ
れ
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。
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一
般
質
問

「
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
」
さ
ん
と
議
会
報

編
集
委
員
会
と
の
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

2
月
24
日
、
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
2
人

の
モ
ニ
タ
ー
（
薄
井
一
央
さ
ん
、
屋
根
晴
美
さ
ん
）

か
ら
次
の
よ
う
な
貴
重
な
ご
意
見
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
の
編
集
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

◦
読
み
や
す
い
紙
面
構

成
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に

な
っ
て
い
る
。

◦
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
・
北
ア
ル
プ

ス
連
携
自
立
圏
事
業

な
ど
の
専
門
用
語
の

解
説
が
欲
し
い
。

◦
議
案
の
賛
否
に
対
す

る
各
議
員
の
考
え
を

載
せ
て
欲
し
い
。

　
1
月
24
日
長
野
県
町

村
議
会
主
催
の
議
会
広

報
研
修
会
が
開
か
れ
、

講
師
の
芳
野
政
明
氏
か

ら
「
見
出
し
」
の
付
け

方
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

ず
み
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
計
画
的
な
職
員
採
用
と
将
来

予
測
を
常
に
行
い
な
が
ら
行
政
を
推
進
す
る
責
任
が
町

長
に
は
あ
る
と
思
う
。
ま
た
近
年
採
用
さ
れ
て
も
数
年
で

自
分
の
希
望
す
る
職
種
や
環
境
を
目
指
し
て
中
途
退
職

す
る
職
員
が
こ
こ
数
年
常
に
あ
り
、
現
在
の
職
員
の
年
齢

構
成
や
人
員
か
ら
近
い
将
来
行
政
を
推
進
す
る
う
え
で

課
の
体
制
が
構
築
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
町
長
は
こ
の
状
況
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る

か
、
ま
た
ど
う
打
破
し
て
い
く
の
か
。

答
今
年
に
入
っ
て
退
職
の
意
向
を
申
し
出
た
職
員
も

お
り
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
示
し
た
92
名
の

職
員
数
を
新
年
度
下
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
職
員
の
年
齢

構
成
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
し
将
来
係
長

の
下
に
部
下
が
い
な
い
と
い
っ
た
部
署
が
出
て
く
る
可
能

性
も
あ
る
。
年
齢
構
成
や
時
代
の
業
務
内
容
に
合
わ
せ

組
織
の
見
直
し
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
対
応
し
た
い
。
新
年
度
の
職
員
採
用
は
無
い
。
将

来
予
測
も
行
う
中
で
今
後
は
毎
年
若
干
で
は
あ
る
が
職

員
採
用
を
続
け
年
齢
・
人
事
構
成
が
順
繰
り
に
い
く
よ
う

検
討
し
進
め
て
い
き
た
い
。

任
期
最
終
年
を
迎
え
る
甕
町
政
に
つ
い
て

問
現
在
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
継
続
し
更
に
大
き

な
予
算
が
伴
う
大
型
事
業
の
方
向
性
が
明
確
化

し
て
い
な
い
中
で
甕
町
政
二
期
目
の
最
終
年
を
迎
え
る
が

町
政
運
営
に
対
し
思
い
と
覚
悟
は
。

答
各
課
題
に
つ
い
て
方
向
性
が
定
め
切
れ
て
い

な
い
が
調
査
・
研
究
・
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
一
年
で
方
向
を
定
め
具
体
化
の
道
筋
を
示
し

て
い
き
た
い
。　

答
用
地
取
得
費
は
9
千
7
百
万
円
で
あ
り
、

財
源
は
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
債
を
あ

て
る
。
ま
た
整
備
費
用
は
約
6
億
円
で
公
共
施
設

等
整
備
基
金
と
起
債
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
整
備

計
画
の
内
容
は
県
と
調
整
中
で
あ
り
今
年
の
6
月

頃
ま
で
に
は
方
向
性
を
示
す
。

ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
東
側
の
管
理
の
考
え
は

問
町
長
は
来
訪
者
の
声
と
し
て
年
々
充
実
し

て
き
た
と
か
、
大
変
奇
麗
に
な
っ
た
と
か

皆
に
よ
く
言
わ
れ
る
と
よ
く
口
に
す
る
。
私
は
毎

年
多
額
な
予
算
を
投
資
し
て
い
る
割
に
は
変
わ
っ

て
い
な
い
気
が
す
る
。
町
長
は
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー

一
帯
が
池
田
町
の
玄
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

12
月
か
ら
3
月
ま
で
の
冬
期
間
は
有
効
活
用
さ
れ

て
い
な
い
。
一
年
契
約
の
委
託
な
の
で
そ
の
辺
も

十
分
考
慮
し
た
契
約
を
望
む
。
新
年
度
は
ど
の
よ

う
に
委
託
す
る
の
か
。

答
東
側
は
令
和
6
年
度
か
ら
指
定
管
理
と
す

る
。
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
料
理
教
室
や
講
演
会

な
ど
を
計
画
し
て

い
る
。

【
意
見
】
ハ
ー
ブ

園
に
も
っ
と
見
え

る
化
で
き
る
努
力

を
し
て
町
の
人
達

か
ら
認
め
ら
れ
る

対
応
が
必
要
と
感

じ
る
。
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3
月
13
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
の
緩
和
で
マ
ス
ク

着
用
は
、
個
人
の
主
体
的
な
選

択
を
尊
重
し
個
人
の
判
断
が
基

本
と
な
り
ま
し
た
。
感
染
防
止

対
策
と
し
て
マ
ス
ク
の
着
用
が

効
果
的
で
あ
る
場
面
な
ど
に
つ

い
て
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
推

奨
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
3
年
が
経
過

し
よ
う
や
く
通
常
の
生
活
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
配
慮
を
し
な

が
ら
終
息
に
向
か
う
こ
と
を
願

い
ま
す
。

3
月
16
日
は
高
瀬
中
学
校
の

卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
3

年
間
コ
ロ
ナ
に
よ
る
多
く
の
制

限
の
中
、
で
き
る
こ
と
に
精
一

杯
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し

た
。
卒
業
生
、
在
校
生
、
先

生
、
関
係
者
の
強
い
絆
が
伝
わ

り
た
く
さ
ん
の
感
動
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
で
現
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
最
後
と

な
り
ま
す
。
議
会
報
モ
ニ
タ
ー

の
方
々
の
ご
協
力
や
関
係
者
で

楽
し
く
作
成
で
き
た
こ
と
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
大
厩
美
秋

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
薄
井
　
孝
彦

副
委
員
長
　
　
大
厩
　
美
秋

委
　
　
員
　
　
横
澤
　
は
ま

和
澤
　
忠
志

倉
科
　
栄
司

矢
口
　
新
平
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次
世
代
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
た

め
の
三
つ
の
課
題

⑴
町
行
財
政
の
健
全
化

一
つ
め
の
課
題
は
町
財
政

健
全
化
の
取
り
組
み
で
す
。

松
本
市
役
所
の
仕
事
を
し

て
い
た
時
、
私
の
仕
事
に
市
の

職
員
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
つ
き

ま
し
た
。
時
折
ア
シ
ス
タ
ン
ト

に
言
わ
れ
た
こ
と
は
「
池
田
町

は
と
て
も
魅
力
的
な
町
で
す
。

僕
は
大
好
き
で
、
イ
ベ
ン
ト
に

も
家
族
ぐ
る
み
で
参
加
し
て
ま

す
よ
。
も
っ
と
活
気
あ
る
元
気

な
町
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
よ
」
と
多
岐
に
わ
た
り
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

私
は
複
雑
な
思
い
で
し
た
。

町
以
外
の
住
民
の
方
に
こ
ん
な

指
摘
を
頂
く
よ
う
な
町
に
し
て

お
い
て
は
い
け
な
い
。
池
田
町

を
元
気
に
し
な
け
れ
ば
と
強
い

思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

職
を
辞
し
て
間
も
な
く
町
に

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
が
立

ち
上
げ
ら
れ
委
員
の
メ
ン
バ
ー

に
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
の
病

院
で
の
経
営
改
善
の
経
験
は

あ
ま
り
役
に
立
ち
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
行
政
か
ら
出
さ

れ
た
沢
山
の
資
料
や
八
人
の
委

員
さ
ん
か
ら
多
く
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
学
び

を
糧
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
充

実
を
図
る
べ
く
魅
力
あ
る
特
産

品
に
向
け
行
動
を
起
こ
し
て
み

た
い
と
考
え
、【
ハ
ッ
ク
ル
ベ

リ
ー
生
産
者
の
会
】
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
町
で
の
ハ
ッ
ク
ル

ベ
リ
ー
生
産
者
を
募
り
、
完
熟

し
た
実
を
集
め
て
煮
出
し
ジ
ャ

ム
と
し
商
品
化
し
ま
し
た
。

高
知
県
の
馬
路
村
や
徳
島

県
の
上
勝
町
で
は
住
民
が
一
丸

と
な
り
特
産
品
を
開
発
・
商
品

化
し
全
国
の
モ
デ
ル
地
区
に

な
っ
て
い
ま
す
。
池
田
町
で
も

住
民
の
力
を
結
集
し
「
町
を
元

 ― 第 26 回 ― 

瀧
たきざわ

澤洋
よ う こ

子さん（林中）
（開発したハックルベリー

ジャムを持つ瀧澤さん）

⃝池田町会染出身　79歳
⃝信州大学医学部付属助産師学校卒
⃝北アルプス医療センター
　安曇病院勤務…39年
⃝長野県看護協会勤務…6年
⃝松本市役所臨時職員…11年
　（自殺予防相談業務）
⃝県臨時職員（性暴力を受けた人への相

談業務）…2年 
⃝趣味　茶道

経　　歴

編
集
委
員
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

気
に
」と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑵
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
の
推
進

二
つ
め
の
課
題
は
国
が
平

成
十
五
年
に
各
市
区
町
村
に
義

務
付
け
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
推
進
で
す
。
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
柱
は

「
医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
・

予
防
・
住
ま
い
」
の
五
つ
の
柱

を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
仕
組

み
を
作
り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
家
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
町
づ
く
り
が
目
標
で

す
。
町
で
も
追
求
し
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

⑶
虐い

じ

め
の
な
い
融
和
な
町
作
り

三
つ
め
の
課
題
は
「
虐
め
の

な
い
町
づ
く
り
」
で
す
。

松
本
市
の
自
殺
予
防
事
業

を
11
年
間
取
り
組
ん
だ
経
験
か

ら
長
野
県
の
若
年
層
の
自
殺
は

他
県
よ
り
群
を
抜
い
て
多
い
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

若
年
層
の
自
殺
の
多
く
は

「
虐
め
」
が
原
因
で
す
。
こ
れ

を
な
く
す
に
は
大
人
の
陰
湿
な

「
虐
め
」
を
な
く
す
こ
と
で
す
。

周
り
の
人
達
は
「
虐
め
」
だ

と
認
識
し
て
、
陰
で
は
『
あ
の

人
は
「
虐
め
」
を
す
る
』
と
言

い
な
が
ら
「
虐
め
」
を
容
認
し

て
お
り
ま
す
。

私
は
そ
の
人
の
人
格
を
尊

重
す
る
か
ら
こ
そ
は
っ
き
り
と

申
し
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
陰
で
言
う
の
は
人
格
を
無

視
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
理
路
整

然
と
示
す
勇
気
を
持
っ
て
頂
き

た
い
の
で
す
。
大
人
と
子
ど
も

の
「
虐
め
」
の
構
図
は
同
一
で

す
。
大
人
の
「
虐
め
」
が
な
く

な
っ
て
初
め
て
子
ど
も
の
「
虐

め
」
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

若
年
層
の
自
殺
者
を
な
く

す
行
動
を
大
人
か
ら
と
っ
て
頂

き
た
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。
誹
謗
中
傷
は
せ
ず
人
の
長

所
を
見
る
癖
を
つ
け
た
い
も
の

で
す
。

「ハックルベリー生産者の
会」と㈱てる坊市場が商品
化した「目の疲労回復効果
にも期待」の「手づくりガー
デンハックルベリー ジャム」


